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研究成果の概要（和文）： 
研究利用のためのウェブからのデータ収集を行なった。特に、リアルタイム性の高いデータとい

う観点からツイッターに着目し、ツイッターが提供しているAPIを利用して特に位置情報を伴っ

たツイートを大規模に収集した。収集されるデータに対して、行為抽出アルゴリズムを用い、各

ユーザの行為を、ユーザ名、位置情報、タイムスタンプと共に収集する。その際、ツイッターが

提供するAPIは、一台の計算機かクロールできるクエリの数に限りがあるため、Amazon といった

商業サービスが提供するクラウドサービスを利用し複数台の計算機からデータを収集した。また、

位置情報と共に収集されるデータを、人が体験する空間の精度を反映した情報として地図上へソ 

フトウェア的に反映し、可視化する技術の開発を行なった。さらに、プラットフォームに依存す

ることなく誰でも閲覧できるよう可視化した成果をウェブで公開した。 

 
研究成果の概要（英文）： 
 
We collected data from the Web for research purpose. In particular, Twitter data was 
collected on a large scale with location information. The collected data, using the action 
extraction algorithm, is accompanied by information such as user name, location 
information, along with a time stamp, and associated action for each user. Since there is a 
limited number of queries that can be crawled or computer of a single, we used the cloud 
services provided by commercial services such as Amazon. Further, we have developed a 
technology that reflects the accuracy of the space human experience and visualized them 
on a map using a web browser and made it available on the Web for everyone to see. 
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１．研究開始当初の背景 
 ソーシャルネットワークサービス、ブログ、

マイクロブログといったコミュニケーション

手段の普及により、誰でも気軽に情報を公開、

共有できるようになっている。また、緊急通

報の際の、安全・信頼性の向上 のため、総務

省により 2007 年 4 月に携帯電話 GPS 機
能の搭載が義務化され、位置情報を伴ったユ

ーザが発信するコンテンツ(User Generated 
Contents、以下 UGCs)が多くウェブ上に蓄

積されてきている。 同時に、このようなユー

ザの行動履歴を自動的に収集し、人々がどこ

で何を行っていたり、感じたりしているかな

ど、セマンティックを抽出するためのウェブ

マイニング、セマンティック抽出技術、自然

言語処理技術が注目を集めており、国内外で

様々に研究されている他、技術を応用した人

物検索に特化した検索エンジン Spyseeや

Spockといったサイトが国内外でさまざまに

提供されている。 

 このような携帯端末を通じて発信される位

置情報を伴った UGCsには、店舗やブランドに

対するユーザの意見、評判といったことはも

ちろん、多くのサービスで提供されている「い

まなにしている?」といった ユーザのステー

タスアップデート機能に代表されるように、

ユーサ  の行為を含むデータが多く蓄積さ

れている。これらのデータから、 ユーザの行

動パターンを位置情報とともに抽出、分析す

ることができれば、空間が潜在的に要求して

いる行動のパターンを測ることができるよう

になると考える。 

上記の背景のもと、本研究では位置情報を伴

った大量の UGCsから、人々の行為を抽出し、

空間が潜在的に要求している行動のパターン

を測る手法、および可視化するシステムを開

発することを目 指す。具体的には、(a) 街の

どのような構造のところに、人が集まり やす

いか/集まりにくいか (b)どういう道のつなが

りが、人の流れ を制御するか、(c) 人々はど

こで何をする傾向があるか（例えば、何を食

べているか）といった問いに対して、システ

ムを通じることによって答えることを可能と

する。 

 位置情報を利用した研究・開発はこれまで

にさまざまに行われて いるか 、本研究にお

ける心は、自由に歩きまわり、連絡しあう人

を センサーとして考える点にある。GPSが提

供できない地図の情報を、 センサーとして人

の集団を使って測定し補完する。 

２．研究の目的 
 
① 大量の空間に関するデータを収集・可視

化 
 

物理空間の精度と、人が見る空間の精度は異

なっている。位置情報と共に、情報空間に投

稿されるデータは、人が見る空間の精度を反

映した情報となっていると捉えることができ

る。従来の研究においても、情報 空間におけ

るデータの密度を反映された可視化手法が研

究されているが、リアルタイムで大規模に収

集される実データを扱う際には、これまでの

手法が有効か否かは定かではない。本研究で

は、位置情報と共に大量に収集されるデータ

を扱い、人が体験する空間の精度を物理空間

に直接反映した地図上へソフトウェア的に 

ロバストに処理し、可視化することを目指し

ている。 

② 空間の情報構造の解析・可視化 
①で収集した大量のデータを、言葉や数値に

落とすのではなく、例えば空間のグリッドが

バネでつながったモデルを考え、そのダイナ



ミクスを通して、空間の情報構造を解析・可

視化する。ダイナミクスを通すことにより、

情報空間のゆがみ速度といった概念や、情報

空間の変化する方向を予測できるようになる

と考える。さらに、これらの解析や可視化を

通して空間が潜在的に要求している行動のパ

ターンを抽出する。 

３．研究の方法 
 

空間の持つ潜在的なパターンを引き出した有

名な例として、コンビニエンスストアにおけ

る商品のレイアウト か 挙け られる。コン

ビニエンスストアでは、一般に商品ABC 順に

並べているわけではない。それは、店側にと

っては整理しやすくとも、消費者にとっては

使い勝手が悪いからである。そこて 、商品

のレイアウトを工夫し、消費者の無意識に欲

しているものを顕在化させている。従来の研

究では、消費者のこういった無意識に欲して

いる商品を調査する方法として、エスノグラ

フィーといった人手による観察に基づいたア

プローチが主に取られてきた。しかし、商品

の種類の大幅な増加に加え、開発や入れ替え

サイクルが加速する中、人力のみに頼る方法

には時間、コストにおいて限界が指摘されて

いる。携帯端末から位置情報と共にウェブ上

に投稿されるデータを有効に活用し、情報空

間のデータを地図というインターフェースを

通して物理空間にマッピングすることにより、

パターンをシステマティックに捉える手法を

開発する。 

４．研究成果 
 

研究利用のためのウェブからのデータ収集を

行なった。特に、リアルタイム性の高いデー

タという観点からツイッターに着目し、ツイ

ッターが提供しているAPIを利用して特に位

置情報を伴ったツイートを大規模に収集した。

収集されるデータに対して、行為抽出アルゴ

リズムを用い、各ユーザの行為をユーザ名、

位置情報、タイムスタンプと共に収集する。

その際、ツイッター提供するAPIは、一台の 計

算機が投げられるクエリの数に限りがあるた

め、Amazon といった商業サービスが提供す

るクラウドサービスを利用して、複数台の計

算機からデータを収集した。また、位置情報

と共に収集されるデータを、人が体験する空

間の精度を反映した情報として地図上へソフ

トウェア的に反映し、可視化する技術の開発

を行なった。さらにプラットフォームに依存

することなく誰でも閲覧できるよう可視化し

た成果をウェブを通して公開した。 
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